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水泳の啓発 普及を目指して

創立10周年記念会開催



　10周年を迎えた公益財団法人誕生の経緯　仮称　国際水泳殿堂・日本から　財団法人
愛知国際水泳殿堂・アジア設立。
　苦節20年、2014年公益財団法人認可までの経緯。
　その期に携わった人々の苦労と努力、資料を配布し公益財団設立がいかに厳しいもので
あったか、そして、舎人会長を中心とした役員団、推進委員の協力の中に財団の今日がある。

基調講演　菅原宣彦氏 国際水泳殿堂 主席名誉顧問

～ ご挨拶 ～� 大会会長 舎人経昭・代表理事

記 念 会

財団設立 運営功労賞

特別功労賞
　宮下 充正　　東京大学名誉教授　　第１回 大賞受賞者
　石井 　宏　　元日本大学常務理事　第２回 大賞受賞者 ローマ五輪銀メダリスト
　和田 克也　　ナチュラリープラス会長　国際水泳殿堂理事　財団特別顧問

　菊浦 佑介　　共同通信社 編集局運動部記者 「シンポジウム」講演４回
　竹内 正志　　株式会社プラスケア会長　新体制継承責任者

財団法人国際愛知水泳殿堂・アジア　設立
　筒井 タカヤ　愛知県議会議員　　 13期 愛知県
　渡辺 義郎　　前名古屋市市会議員 13期 議長２回 名古屋市
　渡辺 なお子　資料 申請書類作成

1997年入堂式典
　藤本 　勲　実行委員会事務局長
　菅原 源文　実行委員会事務局次長 海外担当

公益財団法人国際水泳殿堂・アジア　設立
　上里 修司　在京 評議員 中村 久子　監事 運営資金提供
　竹田 幹夫　在京 理事 石川 あい　資料 申請書類作成
　岡村 幹吉　監事 申請書類作成 加藤 満憲　評議員 選定委員

財団運営協力
　山下 修一　東邦高校OB 長谷川 勝　東邦高校OB
　古川 正尚　東邦高校OB 高木 　宏　東邦高校OB
　舎人 きぬ　天満幼稚園園長

役員功労賞

金　賞
　高木 克己　業務執行理事　監事
　磯部 　正　業務執行理事　監事

銀　賞
　川村 俊五　評議員　　舎人 久子　評議員
　伴野 泰申　評議員

功労賞　推進委員
　戸崎 　昇　　佐藤 正和　　石田 真也
　吉村 貴之　　大石 友美　　前野 英樹
　小栗 淑子　　太田 孝彦　　林　 佳宏

協力法人
　近藤産興株式会社
　株式会社コパン
　サンエイ工業株式会社
　ＮＴＰホールディングス株式会社
　株式会社イーマックス
　神谷明文法律事務所
　有限会社ビッテ
　株式会社TATSUMI
　税理士法人おおぞね会計
　株式会社カミヤマ

創立10周年記念　功労受賞者　ご芳名 敬称略

筒井タカヤ県会議員 中村久子元監事 金賞・高木克己元監事 司会　林　　　　シャペロン　佐々木　大石　纐纈

　公益財団法人 国際水泳殿堂・アジアの創立10周年記念会を10月22日名古屋観光	
ホテルで開催し、盛会裡に終えることができました。
　これもひとえに会員皆様のご支援、ご協力の賜物と心から感謝申し上げます。
　不肖、私も名誉ある大賞・日本水泳特別功労賞をいただき恐縮しております。

　時代の変遷と共に、新しい時代に向け進めていかなければならないと考えております。
　今後共、会員皆様の倍旧のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

創立10周年記念会開催� ２０２３．１０．２２　名古屋観光ホテル



　財団主要行事、公益事業の「シンポジウム」を10月22日に創立10周年記念会として名古屋観光ホテルに於いて盛大に
開催する事ができました。
　今回は当財団にとって10周年という節目の会であり、また 6 月の評議委員会での理事補選で 2 名の女性理事が選任
され、これから新たな組織で、新しい事業に挑戦し、生まれ変わろうとする旅立ちの会でもありました。
　今まで当財団を支えて頂きました大変多くの方々にはいくら感謝してもしきれません。
　本会では10年前、内閣府の公益認定に携わった方々にもご出席いただき大変嬉しく思いました。皆様に感謝です。
　基調講演頂きました菅原理事より講演後、突然の引退発表がありました。
　ご高齢とはいえ私たちよりお元気でまだまだ財団を引っ張っていただかないといけない方だと思っておりましたの
で残念でなりません。
　これから新しい組織として進んでいかなければなりません。今後もご指導いただけるものだと信じております。
　財団は10年という節目を乗り越え次に向け走り出します。今後も舎人代表理事を中心に水泳界の「啓発・普及」に	
目指し邁進いたします。
　今後も皆様のご支援を賜ります様お願い申し上げ御礼のことばといたします。

～ 10周年記念会を終えて ～� 実行委員長 伴野泰申・評議委員

創立10周年特別「シンポジウム」

特別講演　菊浦佑介氏 共同通信社・運動部

　2023年世界選手権大会が福岡で開催された。 3月の代表選手選考会の記録がよく、
大いに期待した。世界の水泳界は大きく前進し、世界記録 6加えて中国の台頭がすさ
まじく、残念ながら日本は銅メダル 2個と惨敗した。
　アジア大会は大健闘と評価したい。金メダル 5個をはじめ、大会の成果としては評
価できるが、ここでも中国、韓国の台頭は目覚ましく、パリオリンピックへ、コーチ、選
手の健闘を期待したい。

木又理事　上里評議員　代理・前野　磯部顧問

スイマー奨励賞
松下知之氏 ・県立宇都宮南高校

左から　舎人久評議員　宮下特別会員　舎人会長　舎人きぬ　竹田業務執行理事

大賞
日本水泳特別功労賞

舎人経昭氏
長養寺住職

愛知県仏教会会長
千種ロータリークラブ会長歴任

水泳界以外で初の受賞
国際水泳殿堂

特別賞受賞

小栗理事　岡村元監事　代理・石田　福田選考委員

コーチ功労賞
海老澤雄介氏 ・金町ＳＣコーチ

2023年度　顕彰・表彰



 ■男子

松元　克央 100Bu�6 位 渡辺　一平 200Br� 6 位

栁川　大樹 200Ba� 8 位 小方　　颯 200IM�8 位

 ■女子

池江璃花子 50Bu� 7 位 鈴木　聡美 100Br� 8 位 成田　実生 400IM�8 位

鈴木　聡美 50Br� 7 位 三井　愛梨 200Bu�5 位 大橋　悠依 200IM�6 位

 ■男子リレー

400MR� 6 位

 ■女子リレー

400R� 8 位

400MR� 6 位

 ■混合リレー

400R� 8 位

400MR� 6 位

～ 世界選手権大会を観戦して ～� 文責 菅原宣彦 編集監修責任者

東京オリンピック以降の世界水泳界の躍進は目覚ましい。
3月の代表選手選考会の好記録は福岡大会の成果に大きな期待を持たせた。しかし、今大

会の競泳の結果は残念である。
3月に選手団が発表され、競泳委員長、ヘッドコーチ、担当コーチが本大会に向け準備を進

めたものと思う。日本チーム結成から本大会まで、どのように強化、調整が行われたのか誠に
残念に思う。40名の選手のうち数名しか選考会の記録を上回ることができなかった。
大会後の記者会見での横山 貴・ヘッドコーチの弁「これが実力です」フザケルナ！！。
インターネット情報なので真偽のほどは不明だが、どの世界に敗戦の弁を語る指導者、監

督、コーチ「これが実力です。」「これが実力です」の言葉は、大会までの厳しい試練を共にし
た指導者がはじめて使える言葉です。
素晴らしい記録で代表選手に選ばれた選手たち、選手一人一人にコーチ、家族、友人が、関係

者の筆舌に表すことのできない心配りが代表選手の座を射止めさせたのです。
横山ヘッドコーチは誰が選んだのですか？競泳委員会で選出されたのですか？
どこのどなたですか？私も永年にわたり、日本水泳界にかかわりましたが存じません。コー

チ陣に加藤健志、平井伯昌、藤森善幸、下山好充　日本を代表する素晴らしいコーチがいまし
た。
別の報道で、梅原孝之競泳委員長・監督が「私の責任は重大です」そうです。そうです。大

切な選手を預かり、日本チームとして世界と戦う。横山ヘッドコーチの責任はもっと重大で
す。

世界新記録９個と世界の水泳界は大躍進

　中国、韓国が大躍進。日本も健闘したが、「銀 2個」にとどまった。競泳、アーティスティックスイミングで
は乾友紀子の 2冠・2大会連続をはじめ、銀 1  銅 2 と大健闘。飛込みではメダルこそ獲得できなかったが、玉
井陸斗、三上紗也可、荒井祭里がパリ五輪代表権獲得。OWSは混合リレー 7位入賞、水球では男子11位女子14
位と日本水泳陣は大健闘。

世界選手権大会・福岡　　7月14日～30日

瀬戸大也　400個人メドレー銅メダル

乾友紀子　２大会連続２冠

本多　灯　200バタフライ銅メダル

会　場

成田実生選手ご両親

東島特別会員と

日本選手獲得メダル
金 ソロT 乾　友紀子

ソロF 乾　友紀子

デュエットT 安永真白・比嘉もえ

ミックスデュエットT 佐藤友花・佐藤陽太郎
銀 チームF 日本
銅 デュエットF 安永真白・比嘉もえ

アクロバティックルーティン 日本

T=テクニカル、F=フリー



～ 輝くメダリスト ～

銀メダル
男子　50平泳ぎ　入江陵介	 400個人メドレー　瀬戸大也
女子　100平泳ぎ　鈴木聡美	 100バタフライ　相場あい	 800自由形　小堀倭加
　　　200個人メドレー　大橋悠依	 400，800リレー	 混合メドレーリレー

銅メダル
男子　200平泳ぎ　渡辺一平	 50背泳ぎ　入江陵介	 200個人メドレー　瀬戸大也
　　　1500自由形　竹田渉瑚	 200背泳ぎ　竹原秀一
　　　400，800リレー、400メドレーリレー
女子　50自由形　池江璃花子	 400自由形　小堀倭加	 1500自由形　森山幸美
　　　200平泳ぎ　今井　月	 50背泳ぎ　高橋美紀	 200バタフライ　牧野紘子
　　　400個人メドレー　成田実生

☆☆　世界選手権後、日本水泳連盟　選手の不満　コーチの不満
　　☆☆　不協和音……
☆☆　オリンピック出場経験者が……
　　☆☆　選手と水連が会議　10月15日……
☆☆　トラブル
　　☆☆　立石　涼・オリンピック選手　「現役にここまで言わせては」
　　☆☆　松田　丈志・オリンピック選手　「次の世代のコーチを」
　　☆☆　入江　陵介・世界選手権・日本チーム主将　「キャプテンとして、選手を守り切れず情けない」
　　☆☆　競泳　五輪代表選考にコーチ24名が鈴木大地会長に意見書

日本水泳連盟は11月8日　パリオリンピック代表基準を発表

　鈴木会長は「これまでの五輪も高い標準記録を設定し、突破しようという気持ちが記録を押し上げて
きた。高い目標をもって戦う」と強調。「全員の決勝進出と金を含む複数のメダルを狙う。」

3 月の代表選考会を目指し、選手、コーチの一層の精進を心から期待する。

悪夢の世界選手権から新しいスタートの日本水泳陣　大健闘

第19回アジア大会　　中国・杭州　9月23日～10月8日

400メドレーリレー金メダル

青木玲緒樹　100平泳ぎ金メダル 松元克央　100バタフライ金メダル

本多 灯　200バタフライ・400個人メドレー金メダル



第33回 パリオリンピックに向けて
第２回 1900 年　　パリ・フランス

第2回1900年　パリ・フランス　公式ポスター

パリオリンピック

第 2回大会　1900年
第 8回大会　1924年
日本水泳、初の入賞
100自由形　高石勝男 5位
1500自由形　高石勝男 5位
100背泳ぎ　斎藤輝洋 6位
800フリーリレー　 4位

第33回大会　2024年
2024年 7月26日～ 8月12日

古代オリンピックの変遷
� 近代オリンピックへ

BC 776	 古代オリンピア競技
　ギリシャ四大祭典競技として
　約1200年
AD 393	 293回で閉幕
　異教禁止令

1894年	 オリンピック復活決議

1986年
第 1回近代オリンピック
ギリシャ・アテネで開催

目指せ！！ パリオリンピック！！

東京オリンピックが大橋悠依選手の大健闘で金メダル 2個を獲得した。期待された選手の多くが、メダルを
獲出来なかった。残念である。
上記の日本水泳界のゴールドメダリストは、恵まれた環境で栄華を獲得したのだろうか。
1932年ロサンゼルス、1936年ベルリンは日本水泳界が世界に名をとどろかせた華々しい時代である。
1956年の古川 勝は潜水泳法で世界に君臨した。以降1972年ミュンヘンでは日本水泳、ヘッドコーチシス
テムの中での男女のメダル獲得だった。北島康介のアテネ、北京 2 大会連続 2 冠、 4 個の金メダルは圧巻
である。
パリオリンピック、期待の星は男子松下知之、女子成田実生・いずれも400個人メドレーの新しい力に期待し

たい。
標準記録は厳しい。これから 3 ヶ月、精進を重ね、代表選手に、そしてパリオリンピックの活躍を心から
期待する。

日本水泳界　オリンピック　金メダル・獲得の変遷

1928年	第 9回	 アルステルダム	 200平泳ぎ	 鶴田　義行

1932年	第10回	 ロスアンゼルス	 100自由形	 宮崎　康二

	 	 	 1500自由形	 北村久寿雄

	 	 	 100平泳ぎ	 鶴田　義行

	 	 	 800フリーリレー
� 宮崎　遊佐　横山　豊田

1936年	第11回	 ベルリン	 1500自由形	 寺田　　登

	 	 	 200平泳ぎ	 葉室　鉄夫

	 	 　　女子第 1号	 200平泳ぎ	 前畑　秀子

	 	 	 800フリーリレー
� 遊佐　杉浦　田口　新井

1956年	第16回	 メルボルン	 200平泳ぎ	 古川　　勝

1972年	第20回	 ミュンヘン	 100平泳ぎ	 田口　信教

	 	 	 100バタフライ	 青木まゆみ
1988年	第24回	 ソウル	 100背泳ぎ	 鈴木　大地

1992年	第25回	 バルセロナ	 200平泳ぎ	 岩崔　恭子

2004年	第28回	 アテネ	 100平泳ぎ	 北島　康介

	 	 	 200平泳ぎ	 北島　康介

	 	 	 800自由形	 柴田　亜衣

2008年	第29回	 北京	 100平泳ぎ	 北島　康介

	 	 	 200平泳ぎ	 北島　康介

2016年	第31回	 リオデジャネイロ	 400個人メドレー	 萩野　公介
	 	 	 200平泳ぎ	 金藤　理恵

2021年	第32回	 東京	 200個人メドレー	 大橋　悠依
	 	 	 400個人メドレー	 大橋　悠依



～ ご芳情に心から感謝申し上げます ～� ◆ 2023年度　寄附会員

㈱NTPホールディング ㈱プラスケア 菅 原 宣 彦 ㈱プラスケアソリューション 宮 島 年 夫 舎 人 経 昭 石 田 真 也
㈱ カ ミ ヤ マ 菅 原 宣 彦 速 水 利 行 ㈱プラスケア ㈱ TATSUMI 舎 人 経 昭 太 田 孝 彦
磯 部　　 正 MYS HOP（合） 名 木 浩 一 ㈱プラスケアソリューション （医）優 心 会 菅 原 宣 彦 ㈱ ス ウ イ ズ
川 村 俊 五 舎 人 経 昭 筒井 タカヤ 小 栗 淑 子 ㈱ カ ミ ヤ マ ㈱ カ ミ ヤ マ 菅 原 宣 彦
舎 人 経 昭 福 石 總 子 石 田 真 也 石 田 真 也 （一社）日本寺院・仏閣研究会 戸 崎　　 昇 知多スポーツ協会
小 栗 淑 子 舎 人 経 昭 舎 人 経 昭 中 村 久 子 ㈱ TATSUMI 伴 野 泰 申 太 田 孝 彦

～ 往来・ニュース ～
ご 案 内

　“水の会”　�発会以来52年の歴史を誇る水泳人の集い。昔から水を愛する仲間が旧交を温めたり、�新しいなかまを得たりするいわば“河童”のような会です。：会の案内書

現役時代より水に関係していた
　　　　　　　　　　 OBがほとんどです。
水泳に思い出を残している方を中心に
競泳、水球、飛込、シンクロ、マスターズ
監督、コーチ、マネージャーすべてOKです。
各大学から世話人を出し運営しています。

水の会　連絡先　事務局　田中 清・早大
０９０－５３９５－８０７５　田中 清　携帯

2023年度水の会総会　中央前列　講師　高橋繁浩・中京教授

財 団　収蔵・展示品の収集について

2022年度　篤志家の申し出により、財団の「その他の財産」に加えるため
事業開始　特別会計として別口座

目標　2022年度　1200万円　　23年度　900万円　　24年度　900万円
　　　2025年度は3年計画　完了時に審議　決定

～ご協力をお願いします～　　一口 5万円

お振込先　三菱UFJ銀行　名古屋営業部　普通　０７４７１３５　（公）国際水泳殿堂・アジア

ご逝去　謹んでご冥福をお祈りいたします
　平井顕吉・慶應義塾　　田沢重昭・法政　　浅野　満・早稲田　　橋爪四郎・日本　　林　裕三・東京

菅原理事が
長谷川 勝評議員を訪問

インターハイ視察の北海道
釧路　優心病院を訪問

長谷川 勝氏
　東邦高校　札幌医大　医師
　優心病院　理事長　院長

財 団



林　　 佳 宏 稲垣設備工事株式会社 磯 部　　 正 ア ン ブ レ ラ ア ー ベ ル ネ ッ ト コ ム ネ ッ ト コ ム
優心トータルケア MYS HOP（合） ㈱エルブランコ MYS HOP（合） 優心トータルケア 天 満 幼 稚 園 長 養 寺
御 成 商 会 ㈱イーマックス ㈱ A C S 児 玉 勇 人 竹 内 和 宏 速 水 利 行 榎 本 恒 夫
伊 藤 和 夫 松 山 卓 一 永 井　　 南 上 田 洋 一 神 山 明 彦 柴 田 明 宏 石 田 真 也
富 田 直 希 磯 部　　 正 川 村 俊 五 福 田 雅 司 宮 島 年 夫 吉 川 達 人 蟹 江 敏 広
水谷 かず子 中 村 満 子 小 栗 淑 子 中 村 三 夫 豊 岡 益 子 横 井 和 輝 佐 藤 正 和
加 藤 拓 司 戸 崎　　 昇 伴 野 泰 申 伴 野 典 子 田 島 基 博 河 合 裕 史 太 田 孝 彦
林　　 佳 宏 舎 人 経 昭 舎 人 久 子 舎 人 き ぬ 山 本 ま ゆ 鈴 木 行 満 松 本 教 雄
前 田 喜 子 中 川 佳 代 前 野 英 樹 前 野 吏 星 大高 えつ子 大 高 百 恵 豊 島 春 代
服部 友加里 吉 村 貴 之 武 藤 龍 治 武 藤　　 桂 武藤 みなみ 大 石 友 美 丸 尾 淳 子
竹 田 幹 夫 名 木 浩 一 矢 野 真 志 吉 岡 哲 司 山 口 栄 作 橋 本 孝 文 清 水 泰 行
横 山 人 和 木 又 博 美 児 玉 長 人 佐々木 幸子 纐纈 咲央理 大 石 杏 樹 続きは次号にて

公 益 財 団 法 人　国 際 水 泳 殿 堂 ・アジア　会員受付宛
国 際 水 泳 殿 堂 ・アジア
代 表 理 事　舎人  経昭 様

財団の趣旨に賛同し、一般寄附・指定寄附会員として入会します（○を付けてください）

年　　　月　　　日

寄附会員入会申込書

  法人でお申し込みの方　金 額 　　　　　　　　円　　   個人でお申し込みの方　金 額 　　　　　　　　円　　
フ リ ガ ナ フ リ ガ ナ

法 人 名 個 人 名

フ リ ガ ナ フ リ ガ ナ

代 表 者 名 ご 連 絡 先

ご 住 所 〒 ご 住 所 〒

電 話 番 号 電 話 番 号
寄附会員につきましては税の優遇措置、寄附金控除（所得控除）、寄附金特別控除（税額控除）があります。

発行：公益財団法人　国際水泳殿堂・アジア　本部	 　名古屋市千種区天満通1－46		  TEL  ０５２－７１１－８２５５　 FAX  ０５２－７２１－９３０５

寄附会員募集   法人・個人� 事務取扱い　〒465-0008 名古屋市名東区猪子石原3-601 JSパラシオン101

○ 入会方法
❶ 下記の申込書に必要事項をご記入の上、財団本部・事務取扱まで郵送・又は FAX にてお申込み下さい。

❷ 寄附会員：法人一口 100,000円 ・ 個人一口 10,000円

❸ 振 込 先　
　 一般寄附　三菱 UFJ 銀行　名古屋営業部　普通　２３１６１３７
　 指定寄附　三菱 UFJ 銀行　名古屋営業部　普通　０７４７１３５　指定寄附は一口 50,000円
		   口座名：公益財団法人　国際水泳殿堂・アジア

ＦＡＸ ０５２－７７９－００１０

2023年度　寄附会員への登録、お振込みについてのお願い。

当財団の運営は皆様のご厚情、ご芳志により運営され、公益事業を推進しています。
多くのご支援に、財団役員一同感謝にたえません。

寄附会員各位におかれましては昨年同様当財団に対し、倍旧のご支援、ご芳情をお願い申し上げます。
ご家族、ご友人、お引取先にも、ご情宣いただきますようお願い申し上げます。

従前の会員各位につきましては銀行振り込みのみにて、対応させていただきます。
当財団への寄附金につきましては公益財団として「所得控除」「税額控除」の優遇措置を受けております。
� : 府益担第450号 内閣総理大臣 安倍晋三：


